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1 は じ め に

これまでの成熟期予測では出穂期や積算温度などの情報

が必要であったが,現地圃場での穂の観察など簡便かつ客

観的に成熟期を予測できる方法が実用場面ではより望まし

いものと考えられる。そこで,籾の熟色推移を明らかにし
,

成熟経過と品質変化の指標となる判定部位を特定すること

で,籾色による登熟過程の任意の時期に成熟期を予測でき

る方法を開発したので報告する。

2試 験 方 法

試験 1(1999年 )半1定標準穂と籾色の検討

圃場 :旧古川農試場内 (城西A-20,21),

強グライ土壌強粘土型

規模 :25♂/区の4反復

品種 :ひ とめばれ 移植時期 :5/1.5/28
早植,晩植両区100株の平均穂数に近い株を選定 し枝梗

数を調査 した。また,平均穂数株の任意10株から各平均枝

梗数の 2穂,計20穂を選定し,大 日本インキ化学工業いカ

ラーガイド第16版80色を平板に張り,黄化籾と未熟籾の判

定色を検討した。

試験 2(2000年 )籾色・品質経過と判定部位の検討

圃場及び規模 :場内圃場 (C-2-5, 6),灰 色土壌粘

土マンガン型早植区 5a,晩植区 5a 品種・ 移植時期は

試験 1と 同様

試験 1同様に平均穂数株を任意50株 .枝梗数 8本の穂を

2穂,計100本を選定し,試験 1の結果から得 られた判定

基準色によって全籾を判定 した。同時に各区平均穂数株 5

株を抽出し,穀類高周波容量式水分計で籾水分の経過を調

査した。また,各区平均穂数株 3株を選定 し,枝梗数 8本

の穂を 5本抽出。室内で常温乾燥後,籾を穂姿のまま玄米

にし,部位・位置別の品質を調査 した。

3 試験結果及び考察

0)判定標準穂と籾成熟基準色の検討

移植時期,生育量に関わらず枝梗数 8本の穂が最も多く,

標準枝梗数とした。また,こ の標準枝梗数の穂は株の高さ

の中位に多かった。籾の成熟判定色は,図 3に示すように

カラーガイドのNα57が ,早い時期に成熟判定に利用されて

いる。遅い時期に未熟と判定 した色はNo58で あった。籾の

成熟色はカラーガイドNα57を基準色とし,光による色の識

別不良を回避するため,同 N“8を比較色とする2つのカラー

による籾黄化判定とすることが有効とされた。

12)籾色 。品質経過と判定部位の検討

平均穂数株で標準となる枝梗数 8本の穂の枝梗を,上位,

中位及び下位として品質経過と籾色を検討したところ,全

籾と中位の籾の品質経過がほぼ一致 した。また,中位部枝

梗の二次枝梗籾に着目すると,出穂後積算気温840℃ 以前

には,第 1位籾がほぼ黄化 しており,積算温度920℃ 頃に

は,第 2・ 3位籾の黄化と同時に被害粒率が増加,積算温

度1100℃頃からは第 1籾 の被害粒率も増加した。成熟経過

の判定及び品質低下回避の視点から穂中位 (3枝梗)の二

次枝梗籾の籾色変化を判定部位と特定することができた。

なお,中位二次枝梗籾の第 2及び第 3位籾はほぼ同程度の

黄化経過であった。

さらに,実際のコンバイン刈取りを想定した全籾による

籾水分を,穀物高周波容量式水分計で測定した結果,積算

気温約35℃で全籾水分が 1%低下 した。

4 ま  と  め

圃場平均株の枝梗数 8本の穂 (標準枝梗数穂)の穂を選

定し,穂の中位部二次枝梗の第 1位籾と,第 2・ 3位籾の

籾色を,大日本インキ化学工業閉カラーガイド第16版m57

を成熟判定の基準色として判定 した結果,成熟過程の任意

の時期における籾色変化の日安が作成できた。籾水分の予

測の併用により水稲「ひとめばれ」の成熟過程を段階的に

予測できる指標要素が揃ったと考えられる。
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図 1 判定標準穂イメージ図
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図2 成熟経過と枝梗位置別被害粒率の経過

注 被害位置 :胴割れ・着色・ 奇形 。未熟位

早 :早植え (5月 1日 移植),晩 :晩植え (5月 30日 移植)
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カラーチャートナンバー (威 熱判定時期順 )

図3 籾の黄化判定カラーチャートナンパーと選定もみ数
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積算温度 と穂中位二次枝梗籾黄化率の推移

注 O②03Эは成熟段階で表1と 運動

表 1 籾成熟経過の目安

注 ※ 1 (K社製 PM600 )
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